
ホ
ン

ホ
ン
ナ
本
名

mm咋
部
館
の
内
の
小
手
。

ホ
ン
ナ
ξ
コ
ウ
ホ
本
阿
禰
光
甫
前
削
利
常
が

小
松
在
城
の
頃
か
ら
万
創
の
手
入
を
命
ぜ
ら
れ
、
綱

紀
の
時
に
及
ん
で
も
亦
そ
の
用
を
承
っ
た
か
ら
、
京

都
か
ら
時
々
金
棒
に
来
て
滞
留
し
た
と
見
え
る
。
延

貨
の
金
棒
闘
に
、
仙
石
町
の
中
極
東
側
の
邸
地
に
本

阿
弧
光
甫
と
書
い
て
あ
る
。

ホ
ン
ネ
ン
ジ
本
怠
寺
・
羽
咋
郡
Mm咋
に
在
っ
て
、

提
宗
束
振
に
邸
ず
る
。
初
め
提
言
宗
で
、
羽
咋
郡
批

の
別
笛
で
あ
・
っ
た
が
、
文
明
中
了
祐
と
い
ふ
者
由
民
宗

に
勝
じ
た
際
、
跡
取
富
谷
民
と
宇
諭
し
て
、
富
谷
氏

は
岡
部
深
江
村
に
縛
じ
た
。
諸
家
分
脈
糸
闘
に
、
従

佐
箆
穏
ハ
慶
長
十
九
年
得
度
〉
の
時
初
め
て
束
振
と
な

勝
じ
た
。
後
金
禅
に
出
で
、
湯
原
入
之
訴
の
屋
般
に

寺
を
建
て
た
が
、
元
利
元
年
今
の
地
に
彼
ら
し
め
ら

L
た。
ボ
ン
ド
ウ
覧
室

J
テ
シ
ガ
y
ポ

y
ド

ウ

天

説
先
賞
0
・

ホ
ン

F
ジ
本
土
寺
鹿
島
郡
西
馬
場
に
在
っ
て
、

日
蓮
宗
に
鴎
す
る
。
正
安
二
年
莱
純
関
越
。
能
菅
名

跡
志
に
、
『
趣
在
山
本
道
ハ
土
〉
寺
と
て
日
誕
祭
あ
り
。

後
の
山
を
筒
J
守
と
い
ふ
。
日
像
の
上
人
間
基
の
寺

也
。
寺
中
に
組
目
右
と
て
石
塔
あ
り
。
則
日
像
上
人

の
欝
き
給
ふ
と
い
へ
り
。
此
石
塔
を
か
き
て
水
に
入

れ
呑
め
ば
、
制
病
共
外
諸
の
難
病
治
す
る
故
に
、
石

塔
の
商
か
け
て
溢
牢
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
題
目
の
文

字
一
告
に
入
て
失
る
事
な
し
。
奇
特
な
る
事
な
り
。
此

寺
は
昔
ご
宮
村
に
加
賀
左
衛
門
・
北
左
衛
門
と
て
ご

人
あ
っ
て
開
基
の
寺
な
り
。
日
像
上
人
を
石
励
山
の

衆
徒
に
く
み
て
仇
を
な
せ
し
時
、
此
附
人
懸
命
に
働

き
、
此
寺
を
建
立
し
て
上
人
を
也
挙
り
し
也
。
』
と
あ

る
。
日
像
り
越
蹴
に
、
来
純
が
寺
を
建
て
た
り
で
あ

A

り・っ。

七
六
九

っ
た
と
す
る
。
務
政
中
羽
咋
都
中
間
涯
の
飼
頭
を
命
一
来
り
、
前
田
利
常
か
ら
寺
地
を
賜
は
っ
て
下
掘
川
に
一
石
。
麗
長
十
九
年
の
役
に
小
々
静
香
顕
と
し
て
問
征

ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。
一
草
庵
を
結
ん
だ
が
、
後
夏
に
今
の
地
に
勝
地
せ
し
め
一
し
、
再
役
に
は
背
屋
ロ
侍
町
で
首
一
つ
を
獲
た
が
、

ホ
ン
ノ
ウ
本
納

J
ハ
y

ノ

ウ

牢

納

。

一

ら

れ

た

も

の

と

い

よ

。

一

一

後

に

滞

侯

の

参

勤

に

従

ひ

川

越

後

で

洪

水

に

溺

死

し

ホ
ン
バ
ン
ケ
イ
フ
日
ヤ
タ
本
潜
菜
鵠
時
一
一
加
。
一
ホ
ン
ポ
ウ
ジ
ヨ
ジ
コ
ウ
本
邦
叙
次
者

J
エ
ツ
一
て
絶
炊
し
た
。

事
保
九
年
背
地
組
幹
者
。
一
名
前
問
家
御
系
納
又
は
一
ト
ガ
サ
シ
ジ
ユ
ウ
Y

越
管
賀
三
州
志
。
一
ホ
ン
ポ
ユ
キ
ザ
ネ
本
保
以
内
守
迦
稿
杢
之
助
・
十

青
地
本
御
系
都
。
巻
初
に
管
公
略
停
を
載
せ
、
次
い
一
ホ
ン
ポ
ウ
タ
ノ
ス
ケ
本
保
雅
禦
助
加
賀
務
末
一
太
夫
。
腕
時
を
離
側
粁
と
い
う
た
。
本
保
三
郎
兵
衛

で
利
家
か
ら
隠
悦
の
制
限
隠
を
記
す
る
。
終
に
支
流
・
一
の
士
で
、
大
小
勝
組
に
昆
し
、
武
襲
も
能
く
し
た
が
、
一
長
置
の
ご
子
で
、
費
時
二
年
本
家
常
右
衛
門
殻
止
の

親
戚
の
純
も
あ
る
。
今
存
す
る
本
は
書
織
が
あ
っ
て
二
美
服
を
好
み
、
風
雨
の
時
は
そ
の
汚
損
す
る
を
恐
れ
一
家
職
千
八
百
石
を
繕
ぎ
、
馬
廻
組
に
班
し
、
御
作
事

程
々
に
な
っ
て
ゐ
る
。
一
て
鴻
鰭
に
来
っ
た
。
磁
器
後
に
は
禦
儲
緬
の
衣
服
に
一
暴
行
・
物
頭
越
・
御
勝
手
方
に
限
任
し
、
天
明
六
年
九

ホ
ン
バ
ン
リ
ヤ
タ
フ
本
藩
賂
踏
十
一
加
。
湯
一
丸
紛
け
の
縛
を
締
め
、
黒
天
鵡
織
の
羽
織
を
者
減
し
二
局
強
鳳
を
命
ぜ
ら
れ
、
寛
政
一
一
一
年
御
先
筒
碩
と
な
り
、

設
地
良
謡
、
男
極
服
編
定
。
一
各
本
務
御
綿
。
利
家
一
紫
の
絹
打
紙
を
以
て
髪
を
結
び
、
ご
名
の
妾
に
業
服
一
六
年
二
周
十
五
日
七
十
歳
を
以
て
残
し
た
。
嘗
て
京

か
ら
拘
禁
、
ま
で
、
及
び
夫
人
・
公
子
・
支
滞
の
綿
で
あ
一
を
鈍
う
て
侍
せ
し
め
、
外
出
に
は
下
僕
を
し
て
床
凡
一
都
の
西
村
偲
介
法
皇
に
就
い
て
象
総
術
搬
の
祭
を
受

る
。
湯
浅
本
御
糸
綿
と
稽
す
る
も
の
も
亦
是
で
あ
る
。
一
を
携
へ
し
め
た
。
世
人
よ
っ
て
之
を
伊
建
本
保
或
は
一
け
、
叉
測
遠
山
崎
琉
の
.
譜
奥
を
極
め
、
寛
政
四
年
務

弘
化
ご
年
穂
町
御
書
物
奉
行
と
な
り
、
務
障
の
諸
記
一
歌
舞
伎
業
平
と
も
呼
ん
だ
。
雅
奨
助
の
世
系
は
今
之
一
校
明
倫
堂
の
聞
か
れ
た
時
天
文
壌
の
教
授
を
抱
常
し

録
に
よ
っ
て
前
出
家
正
系
純
一
般
を
拠
び
、
更
に
本
一
・
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。
一
て
加
州
政
鍔
雌
問
機
歩
法
・
加
州
殴
鍔
Mm・
-
成
を
若
し
、

滞
略
的
を
本
務
雌
綿
と
し
て
、
正
系
純
の
欝
考
に
添
一
ホ
ン
ポ
ジ
Z

モ
ン
本
保
治
右
衛
門
初
名
大
臓
。
一
文
建
築
の
理
に
詳
し
く
、
遺
作
排
二
容
-
m
M
前
線
話

へ
る
こ
と
に
し
た
。
一
四
千
石
を
受
け
、
御
小
締
閣
に
任
じ
、
後
隠
隠
し
て
一
を
編
し
、
傍
ら
一
一
靴
金
丹
を
調
剤
し
た
。

ホ
ン
パ
ン
レ
キ
フ
本
藩
展
諮
二
十
三
冊
。
加
一
有
瀦
と
脱
し
た
。
元
和
九
年
夜
。
子
孫
相
鑓
ぐ
。
一
ホ
ン
ポ
ユ
キ
ツ
ネ
本
保
知
恒
泡
癖
三
四
郎
・
七

賀
滞
御
書
物
腕
の
編
纂
に
係
る
も
の
で
、
務
公
隠
世
一
ホ
ン
ポ
チ
カ
ノ
リ
本
保
察
穂
遁
稽
監
物
・
常
右
一
左
衛
門
。
矢
岸
右
衛
門
か
ら
配
知
ご
百
石
を
受
け
、

の
編
年
紀
録
で
あ
り
、
之
に
附
す
る
に
公
族
綿
と
稿
一
衛
門
。
以
守
の
養
子
。
寛
政
六
年
治
知
千
入
百
石
を
一
亭
保
八
年
柳
原
御
前
附
御
用
人
と
な
り
、
俸
五
十
一
合

し
て
分
支
諸
家
の
系
純
を
以
て
し
て
あ
る
。
一
加
盟
ぎ
、
境
御
関
節
奉
行
・
組
外
番
頭
・
御
先
筒
頭
に
隠
一
を
増
し
、
延
享
二
年
同
御
附
物
限
強
に
進
み
、
四
年

ホ
ン
バ
ン
レ
キ
フ
本
藩
盛
鵠

J
ホ

y
パ

y
p
一

任

し

、

天

保

三

年

夜

。

一

十

一

周

十

八

日

五

十

五

歳

を

以

て

残

し

た

。

ヤ

グ

フ

本

務

略

制

。

一

ホ

ン

ポ

ナ

ガ

マ

ス

本

保

長

盆

泡

癖

三

郎

兵

衛

。

一

ホ

ン

マ

本

馬

瞬

間

仰

に

木

馬

と

鶴

尻

の

別

が

あ

ポ
ン
プ
凡
夫
小
松
の
俳
人
。
腕
居
を
俄
隠
と
一
勝
千
.
石
。
長
鐙
寧
は
子
緑
、
梅
嶺
と
鋭
し
、
新
腐
を
一
っ
た
。
滞
末
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
駄
荷
本
熔
は
三
十

い
う
た
。
安
永
九
年
ゆ
き
の
こ
ゑ
二
加
を
出
版
し
た
。
一
般
東
粛
と
い
う
た
。
白
石
・
鳩
巣
一
一
先
生
と
唱
和
し
、
一
六
貫
目
小
付
共
外
に
四
賞
日
用
捨
、
但
し
四
個
附
に

僻

不

詳

。

一

そ

の

詩

は

江

村

北

海

の

日

本

総

選

に

見

え

る

。

長

命

一

て

溢

目

と

な

る

時

は

瞳

尻

二

疋

、

叉

小

付

に

て

過

日

ホ
ン
プ
ク
ジ
本
語
寺
石
川
郡
入
日
市
新
保
に
一
小
潮
桃
撲
と
断
金
の
交
を
な
し
、
桃
渓
の
夜
後
遺
稿
一
と
な
れ
ば
人
足
}
人
を
立
て
る
こ
と
。
采
懸
本
隠
は

在
っ
て
、
民
宗
束
援
に
臨
す
る
。
一
を
集
め
て
ご
婦
と
な
し
、
之
を
世
に
偲
へ
た
。
亭
保
一
二
十
貫
目
小
付
共
外
に
四
民
円
周
館
、
包
し
過
日
と

ホ
ン
プ
タ
ジ
本
福
寺
荷
北
部
布
中
僚
に
在
つ
一
十
三
年
授
。
長
盆
の
子
儀
右
衛
門
、
幼
に
し
て
焚
の
一
な
る
時
は
人
足
一
人
を
立
て
る
こ
と
。
駄
荷
慨
尻
は

て
、
民
宗
東
訴
に
因
す
る
0

.

一
線
三
の
一
を
裂
い
た
が
、
十
五
年
二
周
五
歳
で
早
世
一
十
入
賞
日
小
付
共
外
に
四
良
日
用
携
、
但
し
・
過
日
と

ホ
ン
ポ
ウ
ジ
本
法
寺
金
制
仲
高
道
新
町
に
在
つ
一
し
、
矯
に
紹
炊
し
た
。
一
な
る
時
は
木
馬
と
す
る
こ
と
。
采
懸
瞭
尻
は
五
民
自

て
、
松
倉
山
と
践
し
、
日
蓮
宗
に
鴎
す
る
。
天
正
十
一
ホ
ン
ポ
モ
ク
ノ
完
ケ
本
保
ホ
エ
之
助
家
締
に
一
小
付
共
外
に
三
貫
目
用
強
、
包
し
過
日
と
な
る
時
は

五
年
日
随
越
中
新
川
郡
松
倉
に
創
建
し
、
後
金
揮
に
一
は
木
工
に
作
る
。
本
保
治
右
衛
門
の
二
子
。
職
五
百
一
采
懸
本
馬
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
足
一
人
は
五
賞

守~

.... 
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